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一
七
世
紀
の
写
本
や
刊
行
物
を
調
べ
る
と
、
純
粋
な
南
蛮
流
外

科
の
書
物
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
般
に
帰
化

人
沢
野
忠
庵
合
言
尉
８
ぐ
四
○
思
弓
①
菌
》
一
五
八
○
～
一
六
五
○
年
）

に
よ
る
と
さ
れ
る
写
本
「
南
蛮
流
外
科
秘
伝
書
」
（
Ⅱ
「
南
蛮
流
外
科

言
」
、
京
大
）
に
は
栗
崎
流
の
文
書
と
同
様
に
、
イ
ベ
リ
ア
、
オ
ラ

ン
ダ
両
方
の
要
素
が
混
在
し
、
そ
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
カ
ス
パ
ル

流
外
科
（
「
阿
閏
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
）
、
「
阿
蘭
陀
外
科
書
」
（
京
大
、

慶
応
、
九
大
）
、
「
阿
藺
陀
外
療
集
」
（
慶
応
）
、
「
阿
蘭
陀
加
須
波
留
秘
」

（
千
葉
大
）
な
ど
）
と
の
奇
妙
な
類
似
点
も
目
に
付
く
。
表
題
に
「
南

蛮
流
」
と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
、
紅
毛
流
外
科
の
要
素
を
持
つ

そ
の
他
の
写
本
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
元
禄
六
年
二
六
九

六
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
阿
蘭
陀
外
科
指
南
』
が
日
本
の
医
学
史
関

係
の
文
書
で
よ
く
南
蛮
流
の
言
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
さ
さ

鋤
「
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
の
背
景
に
つ
い
て

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

か
奇
妙
な
感
じ
が
す
る
。

こ
れ
を
定
説
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
は
海
老
沢
有
道
で
あ
っ

た
。
彼
は
ヘ
イ
ピ
リ
（
吋
胃
の
）
、
ヒ
リ
ウ
（
国
○
）
、
サ
ン
キ
（
の
自
唱
①
）
、

ヘ
レ
マ
ｓ
①
巨
白
巴
、
ネ
ル
ボ
（
ロ
①
弓
○
）
、
メ
イ
チ
ャ
（
白
閂
冨
）
な

ど
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
用
語
や
体
系
的
な
構
成
に
着
目
し
、
『
阿
藺
陀

外
科
指
南
」
が
沢
野
忠
庵
に
よ
る
南
蛮
流
の
文
書
を
基
に
し
て
い

る
こ
と
を
『
南
蛮
学
統
の
研
究
」
（
増
補
版
、
創
文
社
、
昭
和
五
三
年
）

に
お
い
て
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
「
阿
蘭
陀
外
科
」
と
い
う
表
題

が
付
け
ら
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
思
わ
せ
る
「
南
蛮
」
と
い

う
語
を
さ
け
る
た
め
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し

て
い
る
。

し
か
し
、
一
七
世
紀
の
日
間
交
流
に
お
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
語
よ

り
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
方
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
し
、

「
阿
藺
陀
外
科
指
南
』
に
は
一
六
六
○
年
代
に
編
纂
さ
れ
た
医
薬

学
関
係
の
用
語
集
（
河
口
良
庵
著
「
阿
蘭
陀
語
」
〔
川
島
恂
一
蔵
〕
、
「
阿

蘭
陀
口
和
書
」
〔
九
大
〕
な
ど
）
及
び
「
カ
ス
パ
ル
」
（
Ⅱ
９
９
閏

降
盲
目
蔚
侭
閏
〉
滞
日
期
間
一
六
四
九
年
～
一
六
五
一
年
）
、
「
ア
ン

ス
・
ョ
レ
ア
ン
」
（
Ⅱ
函
四
国
旦
胃
国
①
ロ
題
画
ロ
呉
○
》
滞
日
期
間
一
六
五

五
年
～
一
六
五
七
年
）
、
「
コ
ル
ネ
リ
ス
」
（
Ｉ
ｏ
Ｏ
ｇ
①
房
国
陸
の
ぐ
①
己
の
ゞ



237 日本医史学雑誌第45巻第2号(1999)

滞
日
期
間
一
六
四
二
年
～
一
六
四
五
年
や
９
目
農
闇
烏
旨
冨
員
）
滞

日
期
間
一
六
五
五
年
～
一
六
六
六
年
？
）
な
ど
出
島
藺
館
医
の
名
や

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
薬
局
方
弓
冨
目
国
８
旨
①
国
鈩
目
印
匡
扁
目
日
ｇ
‐

爵
》
一
六
三
六
・
一
六
三
九
年
版
）
に
よ
る
膏
薬
の
処
方
等
が
多
く
見

ら
れ
る
。

他
の
一
七
世
紀
後
半
の
諸
写
本
及
び
『
阿
藺
陀
外
科
良
方
」
（
寛

文
一
○
年
刊
）
や
「
紅
毛
秘
伝
外
科
療
治
集
」
（
貞
享
元
年
刊
）
等
と

比
較
し
て
み
て
も
、
『
阿
藺
陀
外
科
指
南
」
は
、
表
題
が
示
す
よ
う

に
、
出
島
商
館
の
外
科
医
た
ち
に
遡
る
資
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

紅
毛
流
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）


